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Sesión 5 (3): Compromis-Propuesta de cada actor involucrado en el desarrollo rural 
 
 

Actor ¿Qué podemos hacer para la mejora coordinación interinstitucional para el desarrollo 
rural? 

MAGA • Buscar la armonía entre los equipos de trabajo a nivel dirección y de ejecución,  
elaborando planes de trabajo conjuntos, y realizando una distribución equitativa de  
los recursos. 

• Fortalecer la participación del MAGA en los consejos de desarrollo. 
ICTA • Foltalecer la participación e los coordinadores del MAGA dentro del Consejo  

Departamental de Desarrollo. 
• Implementar muy bien COCODEs y COMUDEs para que CODEDE tenga  

información estratégica para el desarrollo rural. 
COCODEs y  
COMUDEs 

• Que el Consejo Departamental de Desarrollo canalice las solicitudes al ministerio o  
institución que corresponda para su ejecución. 

• Capacitar a los COCODEs. 
Asociaciones de  
Productores 

• Que nos tomen en cuenta para intervenir en el mercado y en todas las áreas de  
desarrollo social, política y técnica, formación e información. 

• Capacitación social, pólitico. 
- ¿De dónde vienen los ingresos? 
- ¿Cómo se gastan? 

• Que a los mujeres nos tomen en cuenta aún en los COCODEs. 
• Trabajo conjunto de COCODEs, comunidad e instituciones. 
• Capacitación a COCODEs y COMUDEs. 
• Comunidad disponible en aportar económicamente, ideas, y mano de obra. 

Fondo Social  
（FIS） 

• Determinar qué institución específicamente será la encargada de capacitar y  
fortalecer el capital humano y social en las comunidades. 

• Divulgar por medio de los diferentes instituciones los programas y proyectos que  
se tienen o que se pueden ejecutar en las diferentes comunidades. 

• Concientizar a la población por medio de las municipalidades la importancia que  
tiene la participación ciudadana. 

MINEDUC • Fortalecer el área relacionada con la formación ciudadana, en el nuevo currículo,  
para que las nuevas generaciones sean más participativos y conscientes de su  
responsabilidad para el desarrollo rural de su comunidad. 

• Realizar charlas sobre la importancia de la participación para el desarrollo social  
dirigida a padres y madres de familia. 

ONG 
（FAFIDESS） 

• Mejorar la comunicación interinstitucional en función a los proyectos comunitarios  
priorizados. 

• Desarrollar programas de capacitación para fortalecer la organización comunitaria  
y conformación de grupos de base nuevos. 

• Capacitar a las comunidades sobre las leyes de desentralización, consejos  
comunitarios y código municipal （manual práctico）. 

• Fomentar la participación ciudadana, para la realización de autoridades sociales en  
la inversión de fondos sociales. 
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ワークショップ評価アンケートの集計結果 （有効回答数：38）  

 

1．ワークショップの時間は適切だったか？ 

回答  人数  ％  
長かった   1  2.6 
適切だった  22 57.9 
短かった  12 31.6 
無回答   3  7.9 

計  38 100.0 
 

2．ワークショップの場所は適切だったか？ 

回答  人数  ％  
適切だった  29 76.3 
適切でなかった   8 21.1 
無回答   1  2.6 

計  38 100.0 
 

「適切でなかった」と回答した場合、その理由は？ 

• 空調が無かった。  

• 場所が小さかった（他 6 名）。  

• 大きなホワイトボードや AV 機器が無かった。  

 

3．ワークショップの準備は適切だったか? 

回答  人数  ％  
適切だった  31 81.6 
適切でなかった   5 13.2 
無回答   2  5.3 

計  38 100.0 
 

「適切でなかった」と回答した場合、その理由は ? 

• 設備（資材や発表用の道具）が不適切だった（他 1 名）。  

• ワークショップの目的が欲張り過ぎで、時間が短かった。  

• 初日をもっと利用すべきだった。  

• とても一般的なテーマを取り上げており、共通の問題を定めなかった。  

• 参加者の食事のニーズを考慮していなかった。  

 

4．ワークショップの進行は適切だったか? 

回答  人数  ％  
適切だった  32 84.2 
適切でなかった   3  7.9 
無回答   3  7.9 

計  38 100.0 
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5．ファシリテーターの説明は理解出来るものであったか? 

回答  人数  ％  
理解できた  36 94.7 
理 解 で き な か っ

た  
 0   0 

無回答   2  5.3 
計  38 100.0 

 

6．このワークショップの参加者の選定は適切であったか? 

回答  人数  ％  
適切だった  36 94.7 
適切でなかった   2  5.3 
無回答   0   0 

計  38 100.0 
 

「適切でなかった」と回答した場合、その理由は? 

• 参加者の多くは自分の意見を表現することが出来なかった。 

• 農村開発に関係する組織が全ては出席していなかった。 

 

7．各セッションの作業の目的を理解していたか? 

回答  人数  ％  
理解していた  36 94.7 
理 解 し て い な か

った  
 0   0 

無回答   2  5.3 
計  38 100.0 

 

8．ワークショップから学びがあったか? 

回答  人数  ％  
あった  34 89.5 
無かった   2  5.3 
無回答   2  5.3 

計  38 100 
 

「あった」と回答した場合、何を学んだか? 

• 組織間の協力が必要であるということ。 

• 業務のために組織をどのようにまとめるかということ。 

• コミュニティー開発のためには、まとまりが必要であるということ。 

• コミュニティーには取り掛かるべきことがたくさんあるということ。 

• 纏まることで前進出来るということ。 

• 社会に参加することの大切さ。 

• プロジェクトを発展させるためには自分たちの研修が必要であるということ。  

• 我々全員が持つ責任の重要性。  
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• プロセスの進め方（dinámica del proceso）。  

• それぞれの組織が開発／発展（desarrollo）の概念を持っていること。  

• プロジェクトを実施する時には間違いを避けるべきこと。  

• どのように実務的で効率的なワークショップを行うかということ。  

• 全員の参加があったこと。  

• 知らないことが多くあった。  

• （生産者組織メンバー） 我々が村落プロジェクトの主体であるということ。  

• 他の組織の仕事内容・経験等（他 2 名）。  

• 他の仲間と経験を共有出来た。  

• 問題に対処するための組織の存在。  

• 戦略的計画についての知識。  

• COCODE について。  

• 政府機関の仕事内容についてより深く知ることが出来た。  

 

「無かった」と回答した場合、その理由は? 

• 内容は知っているものであった。 

 

9．ワークショップに参加するのを楽しんだか? 

回答  人数  ％  
楽しんだ  35 92.1 
楽しまなかった   1  2.6 
無回答   2  5.3 

計  38 100.0 
 

10．コメントまたは提案 

 参加者の所属別のコメントまたは提案は以下の通り。 

 

＜COMUDE/COCODE＞  

• 自分の役割が何であるかを意識する人がもっと増えるように、この様なワークシ

ョップを県レベルでもやってほしい。  

• （COCODE SAN MARCOS の審議会長）非常に素晴らしかった。この様にすれば

私たちは情報をコミュニティーに持っていくことが出来る。私の提言は、農村開

発のためにもっとこのような WS をしてほしいということ。コミュニティとして

協力する用意がある。  

• （COMUDE の人）コミュニティーの改善のために仕事をしている団体の活動を

もっと知るために、もっと他の組織団体を招待する必要がある。例えば、INSICOP、 

FEPIME、FUNDAP 等、今回来ていない団体。  

• 他の機関組織の経験や活動を知ると、私たちの組織が新たに活動出来るようにな

る。  

• 友好国の政府機関が私たちの問題を理解することに大きな関心を持っていると
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知ることは非常に興味深い。そして、私は、農村の生活改善が到達出来るように

私のコミュニティーで参加したいと思う。  

• また、同じようなテーマでワークショップをやってほしい。  

• 皆さんの主催で私たちのためにまたワークショップをやってほしい。しかし私た

ちは資金が無いので DONATION でやってもらいたい。  

 

＜政府機関＞  

• 意識化と全員参加について作業をし続けることは非常に重要である。  

• このような活動のためにはその活動に見合った広さの場所を選ぶ必要がある。ま

た、ファシリテーターは参加者の種類に応じた方法を考えなければならない。成

果を得るためにはこのことは大変に重要である。  

• 動きのあるワークショップに必要なスペースがあり駐車場も備えているホテル

は、ケツァルテナンゴには他にもある。  

• 遠くからやってくる参加者の食事時間が取れるような時間配分を考えるとよい。 

• 情報分析した後、参加したグループ全員にその結果をフィードバックしてほしい。 

• 食事の時間をいつも考慮すること。  

• 予想する目標を到達するためには、もっと客観的な計画と特別の結果で望むこと

（訳注：意味不明）  

• 実施されるプロジェクトには今日参加した MUNICIPIOS のことを考慮してくだ

さい。  

 

＜生産者組織＞  

• JICA はワークショップの結果を我々に知らせてほしい。  

• JICA は我々の組織への直接支援を考慮してほしい。  

• 次のワークショップではもっと時間の余裕をもってテーマをもっと深く掘り下

げるようにしてほしい。  

• このワークショップで話し合われた提言を分析した後、参加者にその結果を知ら

せてほしい。また西部で研修を続けて実施してほしい。  

• 我々のコミュニティー発展のための支援がたくさん必要であるので、次のワーク

ショップにも我々のことを考慮してほしい、そして参加させてほしい。  

• またこのようなワークショップをして研修してほしい。そして極貧から脱出した

い。  

• PROCUCH、ASOCUCHI に協力してもらえるように調整してほしい。またこのよ

うなワークショップに参加するために費用を負担してほしい。  

• 今回ワークショップに招待してもらって感謝している。グアテマラ国のワークシ

ョップには参加出来るかどうか分からない。なぜならば子供持ちの未亡人だから。 

• （通訳）このワークショップに参加させてもらって感謝している。また計画時か

らマヤ語を話す人たちのことを考えて下さって感謝。そしてスペイン語を上手に

使っていることに感心した。  

• 私たちは YEBAR の女性グループの出身で、今回招待してもらったことを大変に



 

I－105 

喜んでいる。また、次回このような機会に招待してほしい（電話番号記載：

59235516）。  

 

＜NGO＞  

• 次のワークショップの時には食事が無いことを事前に知らせてほしい。そうすれ

ば、その心積もりで来られる。  

• ワークショップを午前と午後に 2 つに分けることを考えてほしい。ワークショッ

プの結果について参加者に知らせてほしい。  

• グアテマラ国内全国レベルでの協力を増やし効率を向上するようなメカニズム

を探すため、日本国の国際協力は基金の管理機関・実施機関と直接に協力活動す

る必要があると思う。  

• 将来、第 2 回目のワークショップはこの同じ県で実施してほしい。でもそれより

も活動するほうがいい。  

• 参加者の食事時間を尊重すること。（現金で渡すことはしないこと。）これは悪い

習慣だ。それよりもホテル、食事、交通手段の経費を直接支払うほうがよい。  

• 将来やろうとしているプロジェクトについて分かったら教えてほしい。  
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月日 曜日 時間 活動内容 宿泊地

3月13日 日
グアテマラ・シティーから開発実証調査が行われたChimaltenango
県、Patzún市、Xeatzán Bajo集落を経由してケツァルテナンゴへ

ケツァルテナンゴ

   9:00～10:00 FIS（社会投資基金）ケツァルテナンゴ県事務所を訪問

 14:30～17:00 ICTA（農業科学技術庁）、CIAL（アルティプラーノ農業研究セン
ター）を訪問

 10:30～12:00 サンマルコス県、Ixchiguán市、San Antonio集落を訪問③*

 15:00～17:00 サンマルコス県、Cimotancillo市、Agua Tibia集落を訪問④

 11:30～13:30 ウエウエテナンゴ県、Aguacatán市、Los Cifuentes集落を訪問⑤

 15:00～16:00 ウエウエテナンゴ県、Aguacatán市、Climentro集落を訪問⑥

 16:30～17:30 ウエウエテナンゴ県、Chiantla市、PROCUCH（天然資源持続的管
理プロジェクト）を訪問⑦

 10:00～11:20 ケツァルテナンゴ県、Cabricán市、La Ranchería集落訪問⑧

 14:30～16:00 ケツァルテナンゴ県、San Carlos Siha市、La Ranchería集落訪問⑨

 10:00～11:20 トトニカパン県、Santa Lucia La Reforma市、Tzanzan集落訪問⑩

 14:00～16:00 トトニカパン県、Santa María Chiquimula市、Xebe集落訪問⑪

3月19日 土
Solola県、Solola市、Paｎca集落、Los Cipresales集落の2KR見返り
資金によるミニ灌漑事業を視察後グアテマラ・シティーへ⑫

グアテマラ・シティー

*踏査図上に位置を示す。

ケツァルテナンゴ

3月18日 金 ケツァルテナンゴ

3月17日 木

ケツァルテナンゴ

3月16日 水 ケツァルテナンゴ

3月15日 火

中部高原地域小規模農家営農・生活実態調査日程

3月14日 月 ケツァルテナンゴ

Iｰ121
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グアテマラ中部高原地域における小規模農家を対象とした 
農業分野のミニプロジェクト（案） 

 

１．自給作物生産性向上プロジェクト 

小規模農家の平均土地所有面積 10cuerda（0.44ha）前後、大部分の農家の耕地面積

は 5cuerda（0.22ha）前後、トウモロコシ、フリホール豆等の生産性が低く、家族が 1

年に必要な食糧も十分に賄えない。  

（トウモロコシ）  

 平均収量 1qq/cuerda（1.05t/ha）前後、これを 2 倍にできれば食糧需要の充足が可能、

5cuerda×2qq＝10qq（460kg）、中部高原地域の平均的な家族人数 7～8 名（7.5 名）、  

460÷7.5÷365＝0.17kg/人 /日で、まだ少し需要に満たない。 

○改良品種の利用 

CIAL 改良品種の利用：2,000m 以上固定種*、2,000m 以下 F1 品種（HB83 等）  

*CIAL 推奨の固定種については、生産者組合に認証種子を提供し、種子を増殖  

○栽培技術の改善  

    耕起法：急傾斜地では不耕起  

栽植密度改善：1m×1m→80～90cm×50cm 

播種粒数：１カ所 7～8 粒撒き→3 粒撒き  

間引き：2～3 株残す→1～2 株  

施肥技術：化学肥料依存型→有機物施用、点施肥→面施肥（急傾斜地除く）  

病虫害防除：病虫害同定、適正防除技術の移転  

○収穫後処理 

穀物貯蔵技術、種子精選技術の改善 

 

（フリホール豆） 

平均収量 0.5qq/cuerda（0.53t/ha）前後、これを 2 倍の 1qq/cuerda にすることは可能。  

○改良品種の利用 

CIAL 改良品種の利用：固定種*（ ICTA TEXEL 等）  

   *CIAL 推奨の固定種については、生産者組合に認証種子を提供し、種子増殖 

○栽培技術の改善 

耕起法：急傾斜地では不耕起  

トウモロコシとの混作技術の改善：同位置播種→別畝播種、同時播種→時間差播

種  

病虫害防除：病虫害同定、適正防除技術の移転 

○収穫後処理 

穀物貯蔵技術、種子精選技術の改善 

 

その他に考えられる自給作物としては小麦がある。 
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２．換金作物生産性向上プロジェクト 

 中部高原地域において換金性の高い作物の選定、技術普及を行い。小規模農家の農

業収入向上を図る。前述の様に小農の耕地面積は限られているので、単位面積当りの

農業粗収入の高い作物に特化。  

（ジャガイモ） 

 中部高原地域を中心にグアテマラ国内の栽培面積 10,500ha（2002 年）、統計データ

では単収 23.6t/ha と収量レベルが高いが、実際の小農レベルではもっと低いはず。

15qq/cuerda（15.8t）前後ではないか？これを 20qq 以上にすることは可能。サン・マ

ルコス県、ウエウエテナンゴ県等の遠隔地では中間業者に買い叩かれていたので

（30Q/qq）流通改善が必要である。ジャガイモ価格の季節変動も大きいので、芋貯蔵

技術（可能なら加工技術）の普及も必要である。  

○優良品種・種芋の利用 

CIAL の推奨する品種（Lóman、 ICTA Frit、Atlantic 他）の優良種芋（ウィルスフリ

ー）普及* 
*CIAL の原種種芋を生産者組合に提供し、認証種芋の生産を依頼。標高 3,000ｍ近く、 3 年以上

で輪作可能な、森等により隔離された適地で異株抜きとり、 1 週間に 1 度程度の病虫害防除を

行う。  

○栽培技術改善 

  輪作：輪作の徹底 

 急傾斜地での栽培回避 

  施肥：十分な有機物施用、化学肥料減肥 

 病虫害防除：病虫害同定、適正防除技術の移転（毒性の低い薬剤の推奨） 

○収穫後処理 

芋貯蔵技術改善 

○加工技術導入：余力があれば澱粉生産、フライ用のカット等の加工技術について行 

う。 

○ジャガイモ流通改善 

新規市場の開拓 

共同出荷の実施：有利販売可能なグアテマラシティー、ケツァルテナンゴまで共同

出荷 

その他の重要な換金作物としてソラ豆、果樹ではアボガド等が考えられる。 

 

３．灌漑野菜生産導入プロジェクト 

PLAMAR 等の 2KR 資金による灌漑整備事業との組み合わせで本プロジェクトを実

施。上記プロジェクトと同様に換金性の高い作物の栽培を奨励し、現金収入に資する。  

○灌漑方式：基本的に揚水ポンプ等を必要としない灌漑方式（重力降下式）を採用。

雨除けハウス、ハウス等の施設栽培を狭い面積で行う場合には雨水利用
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も考えられる。 

○栽培作目：場所にもよるが、根菜類ではジャガイモ、ニンジン等、葉菜類ではキャ

ベツ、カリフラワー、ブロッコリー、タマネギ、ニンニク、レタス、ホ

ウレンソウ、コリアンダー等、何らかの施設利用が前提だがトマト、ピ

ーマン、キュウリ等、豆類ではサヤエンドウ、サヤインゲン等が考えら

れる。 

○栽培技術指導：上記作物の栽培技術指導 

○市場流通指導：上記作物の有利販売を指導 

 

４．小家畜飼育生産性向上プロジェクト 

 中部高原地域の 2,500m 以上でよく飼育されている羊、山羊の肥育技術の改善を図

る。  

○優良羊、山羊種の導入：粗食に耐え、病気に強く、比較的容易に増体し、肉質の良 

い羊、山羊種の導入* 
  *CIAL に良い種がいるのか確認出来なかった。  

○飼料作物の選定：エンバクに代わる飼料作物の選定、導入（乾物生産が多く、栄養 

価に優れた牧草、もちろん耐寒性にも優れていることも必要） 

○飼料作物の栽培技術改善：既存のエンバク栽培技術を改善 

○サイレージ作成技術の導入：乾季の餌確保のためのトウモロコシの茎葉やエンバク 

を用いたサイレージ作成技術の移転 

○食肉加工・保存技術移転：精肉技術、燻製やソーセージ作りの技術を指導 

○山羊乳加工：チーズの作成技術を指導 

 

５．家庭菜園、庭先果樹振興プロジェクト 

 貧困地域の栄養改善と女性参加に焦点をあてたプロジェクト、余剰生産物が出れば

販売を行う。 

○野菜種子、苗木の配布：最初にインセンティブを与えるため。 

○野菜・果樹の育苗技術移転：共同育苗の実施、共同苗場の設置 

○雨水利用：雨水を集水するための簡易貯水槽、溜池の建設 

○堆肥作り指導：家畜糞、作物残渣等を用いた堆肥作成技術 

○栽培技術移転：低コスト、労働集約型の栽培技術 

○調理法の指導：特に新しい野菜について、その調理法について指導 

○農産加工技術の指導：ピクルス、乾物、ジャム他の加工技術について指導 

 

６．土壌保全プロジェクト 

土壌流亡の激しい地域で行う。集落住民総出の取り組みとする。 

○森林保護：共有林の持続的管理技術を移転、保護区域の設置（人、家畜の侵入を防

ぐために柵の設置、植林（木材用、果樹等の有用種を積極的に活用） 
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○土壌流亡防止：テラス造成、生垣、石垣、スウェイル（溝）設置、等高線栽培、不

耕起栽培普及、急傾斜地でのジャガイモ栽培禁止、カバークロップ、敷き草、プラ

スチックマルチの利用、緑肥利用他 

 

農業分野以外のミニプロジェクト 

７．住居改善プロジェクト 

 最貧困地域においては、基本的な衣食住が満たされていない。農業分野のミニプロ

ジェクト実施により食糧確保、栄養改善を行うと同時に住環境を改善する必要がある。 

○住居改善：安価で建設可能なアドベを用いながら、耐震性のある住居の建設 

○改良カマド：焚き火で未だに調理を行っている地域で、熱効率の良い改良カマドの

建設。 

○改良サウナ：熱効率が良く、衛生的なサウナの建設。 

○雨水集水槽の建設：慢性的な水不足を解決するために、雨季の雨水を集水するため

の貯水槽の建設。 

○改良便所：地下水を汚染しない衛生的な便所の建設 

他 
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